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開校記念日 
副校長 門馬 孝宏 

 

６月２５日（火）は、本校６６年目の開校記念日でした。子どもたちの笑

顔と成長を見守る日々は時が流れても変わることのない喜びであり、心より

皆様にお祝い申し上げます。 

職員室前の廊下の掲示板には「下赤塚小学校沿革史」があります。大人も

子どもも見上げる場所にあります。また、校内や校庭には卒業記念や周年行

事の際に作られた記念の作品が様々にありま

す。足を止めてじっくり見てみると、改め

て、開校から今日までに多くの子どもたちが

この学び舎で過ごし巣立っていき、多くの教職員が情熱をもって教育に携

わり、多くの保護者の皆様と地域の皆様の支援と信頼をいただいてきたこ

とが分かります。 

先日、代表委員の子どもたちが下赤塚小学校開校記念日集会を開き、ク

イズ形式（動画）で学校の歴史について発表してくれました。問題は５問

ありました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

集会当日、各教室では子どもたちから歓声が上がり、楽しみながら下赤塚小学校の歴史を知り、学校の一

員としての繋がりを感じることができました。保護者の皆様の中には、本校を卒業した方もいらっしゃるこ

とと思います。ぜひ、ご自身が小学生であった当時の様子についてご家庭で話題にしていただけたらと思い

ます。皆様と培ってきた下赤塚小学校のこれまでの歩みはかけがえのないものであります。私たち教員も誇

りと感謝の気持ちをいつまでも忘れず、指導に励んでまいります。 
 

さて、いよいよ１学期のまとめの時期となり、間もなく、子どもたちが心待ちにしている夏休みをむかえ

ます。この夏休みは、学校で学習した経験を活かしながら家庭生活を自律的に過ごし、また、試すよき機会

でもあります。学期末、学校では、４月からの新学年での学校生活で学習したことを振り返り、自分に身に

付いたことは何か、さらに努力するべきことは何かを自覚できるように指導してまいります。各学年の保護

者会でも、長い夏休みをどのように過ごすのか、楽しく充実したものとなりますよう様々にお話させていた

だきます。地域の皆様にもご協力をいただきながら、子どもたちの健康や安全の確保に努めてまいりたいと

思います。ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。そして、２学期には成長した子どもたちに

会えることを楽しみにしております。 
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第１問 下赤塚小学校の校章のモデルとなった植物は何でしょうか。 ①ひまわり ②たちばな ③さくら 

第２問 下赤塚小学校が始まったのはいつからでしょうか。①昭和３３年 ②昭和４３年 ③昭和５３年 

第３問 開校時、赤塚小学校と成増小学校から本校に転入する子たちは何をお土産にもらったでしょうか。 

                 ①おまんじゅう ②サッカーボール ③ドッジボール 

第４問 初めは校庭に朝礼台がありませんでした。始業式で校長先生はどのように話されたでしょうか。 

  ①クロームブックを使ってオンラインで話された。 ②稲荷神社の石垣の上から話された。 

    ③朝礼台なしで叫ばれた。 

第５問 初めの校舎では教室が足りませんでした。子どもたちはどのように授業を受けていたでしょうか。 

     ①校庭にテントを張った。 ②赤塚小学校の教室を借りた。 ③イスや机を小さくした。 
 

※解答は、ぜひ、お子様と確認していただけたらと思います。第３問目が難しく、私は不正解でした。 
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※ＳＣ・・・スクールカウンセラー 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ 

朝会 

安全指導 

２ 

読書 

ＳＣ相談日 

３ 

委員会 

ics 委員会 

４ 

読書 
アスリート派遣授業 

（６年） 

５ 

読書 

読書週間終 

保護者会 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

ＮＩＥタイム 

ＳＣ相談日 

午前授業 

(全学年) 

１０ 

出前授業 

（４年） 

たちばな面談始 

１１ 

 

１２ 

ＮＩＥタイム 

集会 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

海の日 

１６ 

ＮＩＥタイム 

ＳＣ相談日 
たちばな指導終 

１７ 

クラブ 

１８ 

給食終 

避難訓練 

(一斉下校) 

１９ 

Ｓ時程 

終業式 

 

２０ 

 

２１ 

 

２２ 

水泳指導 
 

２３ 

補習教室 

２４ 

水泳指導 
 

２５ 

水泳教室 

２６ 

水泳教室 

２７ 
 

２８ 

 

２９ 

水泳教室 

３０ 

水泳教室 

３１ 

補習教室 

   

※予定は変更される場合があります。ご了承願います。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

メールシステム登録のご確認を 
 板橋区にはメールシステム（SumaMachi）があります。お子様一人ずつ（在籍する学年・学級ごと）の

登録が必要になり、学校や区からのお知らせが配信されます。夏休み中も、緊急時や必要に応じて大事

なお知らせがある場合もあります。ご確認いただき、まだ登録されていない方は早めに登録をお願いい

たします。 
 

夏季休業中の受付時間と学校閉庁日について 
７月２０日（土）～８月３１日（土）は夏季休業になります。学校の受付時間は平日８：１５～１６：４５

となります。平日は日直の教員が勤務しております。電話等のお問い合わせは受付時間内にお願いいたしま

す。それ以外の時間は、留守番電話に切り替わります。なお、８月１３日（火）～８月１６日（金）は学校閉

庁日になり、日直の勤務もありません。緊急の場合は、板橋区役所（代表）電話０３－３９６４－１１１１ 

にご連絡をお願いいたします。 

熱中症にご注意 
 熱中症は、暑さや湿気、水分不足などの環境要因が原因で起こる症状です。学校では、子どもたちの

健康を第一に考えており、暑さ指数（WBGT）が３０℃を超えた時点で、休み時間の外遊びをはじめ、全

ての運動や屋外活動は取りやめにしています。十分な水分補給や適切な休憩を心がけ、健康に過ごせま

すようご家庭でもご指導をお願いいたします。 
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～東京都教育委員会 令和６年度 体育健康教育推進校  先生方の研修をご紹介します～ 
 

２年 研究授業 生活科｢ぐんぐんそだて わたしの野さい  

～とどけ！２年生のソウルフード～」 ２年１組 高井 周子 

 

 ２年１組担任の高井周子です。５月２４日（金）に食育をテーマ

にした研究授業を行いました。生活科の「ぐんぐんそだて わたし

の野さい～とどけ！２年生のソウルフード～」では、自分で選んだ

野菜を栽培する活動を通して、野菜の育つ場所、変化や成長の様子

に関心をもって働きかけることができ、野菜が生命をもっているこ

とや成長していることに気付くとともに、栽培や収穫の喜びを味わ

い、野菜への親しみを深めたり、大切にしたりすることができるよ

うにすることを目標に学習を進めていきました。 

 まず、自分の育てたい野菜を選びました。選ぶ際に児童の中には「この野

菜好きじゃない。」「食べたくないな。」などのつぶやきが聞こえました。給

食でも野菜が苦手な児童が少なからずいます。しかし、実際に野菜の苗が届

き自分の鉢に野菜の苗を植え始めると、毎日見たり水やりをしたり自分の野

菜に対しての愛着を感じている様子が見られるようになりました。そこ

で、私達の食育分科会では、「すすんでよりよい食生活を目指す子」に

近づくために、「自分達の育てた野菜が学校給食に使われ全校児童に食

べてもらったら、育てた喜びに加え、食べてもらえる喜び、さらに苦手

だけど食べてみようかなという意欲につなげていけるのではないか。」

と考えました。 

 研究授業当日は、市村学校栄養職員と連携して「もっともっと大きく

おいしくするためには」というめあてに向かって、自分の野菜の成長した様子や困っている様子な

どを丁寧に観察しました。その後、野菜やアサガオなどの栽培の経験や図書を使って調べたことな

どから、これからどんな世話をしていったらよいのかみんなで考えました。たくさんの先生方に囲

まれながら児童は一生懸命に観察したり考えたりすることができま

した。 

 授業以外でも、赤塚植物園での農業体験や市村学校栄養職員と連

携した授業「やさいのパワーをしろう」など、栽培と食育を同時で

取り組む計画を立てて進めています。学校の畑や花壇で育てている

夏野菜へも関心を寄せて、世話をする児童が出てきました。そこで

収穫できた野菜を使って７月に給食の献立に入れてもらう予定です。 

 ２年生の廊下の前が給食室という好条件のもと、この授業だけではなく、年間を通して食育に取

り組んでいきたいと思います。授業を終えてから、児童が給食室の窓をのぞく姿が増えたことを嬉

しく思います。  
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４年 研究授業 体育科「ゴーゴーレッツゴージャンプ！！（高跳び）｣４年３組 長谷川 奨 

 

４年３組担任の長谷川です。５月 31 日（金）に高跳びの単元、第１時の研究授業を行いまし

た。運動との出会いを工夫することで、「楽しそう！ やってみたい！」と児童が意欲的に学習に

取り組み、運動の楽しさや喜びを味わうことができる授業を目指しました。 

授業の冒頭では、男子走り高跳びの世界記録の動画を視聴しました。キューバのハビエル・ソト

マイヨールさんが 1993 年に跳んだときの映像で、跳び越したバーの高さはなんと２m45cm。動画を

見た児童からは「すごい！」、「自分もチャレンジしてみたい！」という声が上がりました。 

次に「安全・安心」との出会い。今回の学習では「ゴム紐を跳び越す」という場を設定しまし

た。授業前のアンケートで「バーに当たって怪我をしそうで不安」と回答した児童も、ゴムの場な

ら安心して取り組めるのではないかと考えました。また、安全に跳ぶためには、「正しく跳ぶ」と

いうことも必要になってきます。資料を使って、跳び方を３つ確認しました。 

 

 

 

 

 

しかし、これだけでは、よく分からない……。そこで、 

「今日の授業は、特別ゲストをお招きしました。早速登場してもらいましょう！」 

 

                           颯爽と登場したのは、体育のプロフ

ェッショナルの「下赤ノ介」。みんな

に跳び方のお手本を見せてくれるはず

が……、動きをインストールすること

を忘れてまさかの大失敗！４年３組の

みんなで動きをインストールしてあげ

ることにしました。①助走は３歩で。

②ゴムに近い方の足を振り上げ 

る。③着地はひざを曲げて安全に。みんなで１つずつ確認し、インストールが完了。無事にお手本

を見せてもらうことができました。では、今度は４年３組のみんなが跳ぶ番です。 

下赤ノ介から学んだことを生かして、グループで「レッツ・ゴー・ジャンプ！」と声を掛け合い

ながら高跳びに挑戦しました。何度も挑戦する中で、「跳べた！」、「できた！」という声とともに

安全に気を付けながら、跳ぶことを楽しむ児童の姿が見られました。 

第２時からは、高跳びを上手に跳ぶためのポイントを見付け、より高く跳べるように挑戦した

り、チームで高跳びポイントを集める競争をしたりしながら、さらに運動の楽しさや喜びを味わう

ことができるようにしていきたいと思います。 

① 「レッツ・ゴー・ジャンプ！」の３歩の助走で跳ぶ。 

② ゴム紐に近い方の足を振り上げる。 

③ ひざを曲げて安全に着地する。 

名前：下赤ノ介（しもあかのすけ） 

特技：いろいろな運動を 

みんなに教えること 

性格：おっちょこちょいで、たまに 

インストールを忘れる 


